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【評価項目】

１　指定管理者の健全性

2 回

～

評価
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平成21年10月1日

指
定
管
理
者
の
健
全
性

施設の設置目的や市が示した基本方針、また、自ら提案した内容に沿った管理運営であったか。
また、団体の財務状況や組織体制は、管理運営実績のある他施設での管理運営状況も踏まえ、良好で、健全か。

3　　特記事項
　　（問題等があった場合に、
　　その内容等を記入）

１
（悪い）

・協定、事業計画が全て実施されない
・管理運営の全てにおいて、市の指導が必要
・市の指導を受けてもなお、全く改善が図られない

指定管理者名 株式会社信州新町地場産業開発機構 指定回数

指定期間 平成27年4月1日 令和2年3月31日 5年 管理運営開始日

4
（良い）

・協定、事業計画に基づく管理運営や事業の実施が期待以上

3
（普通）

・協定、事業計画が予定どおり実施された

2
（劣る）

・協定、事業計画の一部が予定どおり実施されない
・管理運営の一部において、市の指導が必要

主な実施事業
・施設及び設備、備品の適正な維持管理
・施設運営(おやき･そば・ジンギスカン等、地域特産物及び農産物等の販売)
・地元食材を使用した食事等の提供により地産地消を推進する。

評価 評価基準

5
（優れている）

・協定、事業計画に基づく管理運営や事業の実施が期待以上で、指定管理者のノウハウや努力等によるところが特に大
きい

施設概要

・開設：昭和63年４月
・地場産業振興市場(鉄筋造平屋建)：物産売場、食堂、農産物販売スペース(四季菜館)
・旧活性化センター(木造2階建)   ：体験室(こんにゃく作り等)、談話室(和･洋)、事務室
・道の駅トイレ(鉄筋造平屋建)    ：男子21(洋2･和2･小8)、女子7(洋3･和4)、多目的(洋1･オムツ台1)
・駐車場：普通車84台、大型車なし、障害者用2台

施設設置目的
地域産業(商工観光)の振興を図り、まちづくりに貢献するため、信州新町地域の特産物・農産物(加工品を含む)等を販売する地域の産業、観
光拠点施設として設置する。

基本方針等
地域に根ざした施設、また道の駅として、利用者に地域特産物等の販売や飲食の提供など質の高いサービスを提供し、信州新町地域の産業、
観光の拠点施設としてその振興を図る。

施設分類 レクリエーション型 施設利用者圏域 広域施設 利用料金制

所管課 西部産業振興事務所

構成施設

信州新町地場産業振興市場

令和元年度指定管理者適用施設 モニタリング評価調書
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143155

グループ名称 信州新町地場産業振興市場

指定管理者名 株式会社信州新町地場産業開発機構 法人番号 8100001003851



２　施設の有効活用 No.
平成30年度 対前年比 評価

182,925 99%

198,334 102%

100 82%

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

区分

市指定事業

自主事業

３　利用者評価

区分 評価
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サービス維持・
向上の取組み

（広報等）

・テレビ、ラジオ、情報誌、新聞等の取材を多く受け入れ、旬の農林産物、新商品を紹介してもらった。
・ホームページ、フェイスブックを活用して施設の情報発信をしている。

利
用
者
評
価

内容

利
用
者
要
望
把
握

(1) 利用者要望把握方法 利用者アンケート

3

(2) 調査、会議等の内容
・施設内（売店・食堂）にアンケート回収箱を設置し、利用者の意見等を聴取する。

(3) 調査、会議等の結果
・回答数件  26(昨年度48）
・回答内容
　　施設の雰囲気：「また来たい」→92%　･････前年比9
　　食事の感想　：「おいしい」　→59%　･････前年比△26
　　来場回数　　：「初めて」8%　　「2回以上」30%　（「10回以上」との回答が全体の54%で、前年比6）

利
用
者
か
ら
の
評
価
・

要
望
・
苦
情
等

(1) 良好とする評価
・おそばがおいしかった
・売店の雰囲気が良かった。

(2) 苦情・改善等の要望事項
・子供がアレルギーなので、食物アレルギー表示をしてほしい。

≪対応措置≫
・食物アレルギー表示は、食堂は店頭で表示、売店の商品未表示は業者に依頼した。

事
業
実
施
内
容

協定内容・指定管理者提案 追加事業、未実施事業及び未実施の理由

・施設及び設備、備品の適正な維持管理
・地域特産品(加工品含む)等の販売業務
・飲食の提供に係る業務(地元食文化の反映等)
・本市観光情報、道路情報の発信に関する業務
・道の駅施設(トイレ・駐車場)の維持管理に関する業務
・市が必要と認める業務

・信州新町の南高梅の梅漬けを自社で加工し販売した。
・信州新町の観光情報発信のため、パンフレットを入れる
ラックと旗を設置した。
・道の駅施設(トイレ・駐車場)と植栽の草刈りを外部に委託
した。

・各種イベントの開催
・各種イベントへの参加
・特産品を生かした体験教室等の開催

・革細工の体験教室の開催
<未実施事業>
・信州新町みそ加工グループに協力していただき「味噌つく
り教室」を西山大豆フェア中開催を予定していたがイベント
が中止になったため実施できなかった。

　（特記事項）
体験室利用者が前年度より減少したのは、3月こんにゃく作り教室が新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため開催中止になった
ため。
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施設利用状況
（利用者数、件

数、稼働率など）

利用区分等 単位 平成28年度 平成29年度 令和元年度

売店利用者数 人 182,123 185,477 181,042

3

食堂利用者数 人 187,034 197,571 202,154

体験室利用者数 人 150 161 82



４　事業収支 No.
評価

項目 金額 金額 項目

利用料金 24,200 使用料

指定管理料 雑(納付金)

委託料 行政財産目的外使用料

販売収入等 347,000,000 貸付料

その他収入 3,370,000 その他

計 350,394,200 0 計

人件費 31,000,000 指定管理料

設備管理費 6,600,000 委託料

備品購入費 3,960,000 需用費

修繕費 6,050,000 役務費

光熱水費 5,390,000 使用料・賃借料

事業費 286,672,400 修繕費

事務経費 4,158,000 工事請負費

本社経費 備品購入費

その他 3,068,800 その他

計 346,899,200 0 計

収入 330,000

支出 275,000

自主事業損益 55,000

損益 差引

５　管理運営全般 　※ すべて　　　で、「３」。「４」「５」とする場合は、評価理由欄に理由を記載してください。

区分 チェック欄 評価
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3

配置実績
（うち市内雇用職員数）

代表取締役1人（1人）、事務局長1人（1人）
正規職員3人（3人）、契約職員2人（2人）

2 専門性を備えた職員、有資格者が必要に応じて配置されているか

3 労働関係法令を遵守し、職員の適正な労働条件を確保しているか

4 職員の資質・能力向上を図り、施設を適切に運営するための取組みや研修がなされたか

1 特定の団体や個人に偏らない、公平・公正な、透明性の高い運営がなされたか

2 使用許可、減免等の事務手続きが適切に行われたか

1 施設の管理運営に係る収支の内容や、指定管理料、利用料金等の取扱いは適切に行われたか

2 収支内容等を記載した帳簿を整備しているか

1 必要とされている保守、点検、清掃、保安、警備等、必要な維持管理業務が確実に行われたか

2 備品はⅠ種、Ⅱ種を明確にし、それぞれ台帳、目録等を整備の上、管理が適正に行われたか

1 日常的、定期的に業務の点検、監視が行われたか

2 事業計画・報告書、予算書・決算書や、施設の利用状況などの定期報告、点検・検査結果報告などが遅滞なく提出されたか

本社経費が、計画額と実績額で異なる理由

管
理
運
営
全
般

確認内容

職員配置

1 施設管理運営に必要な人員が、適正で有効に配置されているか

平等利用

経理

施設・備品の
維持管理

セルフモニタ
リング等

3,550,000 7,241,225 0 1,008,000

人件費比率【人件費(賃金等)／令和元年度指定管理者事業支出】(支出に占める人件費の割合) 8.6%

自主
事業

収入 285,100

支出 237,200

自主事業損益 47,900

計 351,458,912 計 0

本社経費 備品購入費

その他 3,900,458 その他

事業費 294,938,739 修繕費

事務経費 6,847,576 工事請負費支出

人件費 30,072,586

歳出

指定管理料

収入

利用料金 18,700

修繕費 361,202 役務費

光熱水費 4,491,768 使用料・賃借料

設備管理費 8,761,474 委託料

備品購入費 2,085,109 需用費

販売収入等 353,353,149 貸付料

その他収入 5,280,388 その他 15,000
歳入

使用料

指定管理料 雑(納付金) 993,000

計 358,652,237 計 1,008,000
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事業収支
（単位：円）

指定管理者収支（令和元年度） 市の収支

年度計画額 収支実績額 令和元年度決算 平成30年度決算（前年度）

4

項目 金額 項目 金額

委託料 行政財産目的外使用料



６　危機管理体制 No.

区分 チェック欄 評価

個人情報保護

７　地域連携

評価

【総合評価】

評価

3

3

3

4

3

3

4

次年度の目標・
取組み等

（施設所管課）

・長野市の道の駅(信州新町・中条・大岡特産センター)が連携し、長野市産のジビエ商品開発と販売を促進する。
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評価理由

・観光客や道路利用者ばかりでなく、多くの市民から親しまれる施設となっている。
・事業収支については、黒字決算となっていることから、評価を「４」とした。
・地域連携については、地元農産物等を積極的にPRし、販売を伸ばすことで、地域生産活動の活性化に大きく貢献した。また、会員が栽
培した小梅から、梅ワインを開発・販売するなど、新たな商品開発に取り組んでいることから、評価を「４」とした。

取組み・改善案等
（施設所管課）

前年度からの課題 改善状況 改善案等（改善されていない場合）

総
合
評
価

評価項目 得点 総合評価

指定管理者の健全性

管理運営全般 6

危機管理体制 6

地域連携 8

6
合計得点

施設の有効活用 12

利用者評価 12

66
事業収支 16

地
域
連
携

地域の声を聞く体制や、協働で地域貢献ができる運営であったか。市内雇用や市内事業者から物品を購入する等、地域を活用した管理運営で
あったか。障害者就労施設等からの物品及び役務の調達に努めたか。

3 常に、日常の事故防止などに注意を払っているか

1 施設の利用者の個人情報を保護するための対策が適切であったか

防犯、防災
対策

1 防犯、防火などの対策、体制が適切であったか

2 防災訓練など、必要な訓練が実施されたか

4

協定内容・指定管理者提案 追加された内容、未実施の内容及びその理由

・地域（市内）からの積極的な雇用
・地域イベント及び地域振興等に係る各種会議への積極的な参加
・地域各種団体との共同事業（イベントや特産物等販売促進）
・地元農産物及び加工品の積極的な取扱い（販売促進）

・住民自治協議会の令和元年東日本台風災害復興ボランティアの
炊出しに協力した。
・信州新町地場産業振興市場施設利用組合の会員が栽培した小梅
から梅ワインを開発、販売した
・道の駅中条で開発した、「いのししカレー」を販売した。

　※ すべて　　　で、「３」。１ヵ所でも空欄の場合は「１」。「４」「５」とする場合は、
     評価理由欄に理由を記載してください。
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危
機
管
理
体
制

確認内容

安全対策

1 危機管理マニュアルなどが整備されているか

3

2 危機管理マニュアルなどの内容が職員に周知されているか

緊急時対
応、体制

1 事故発生時や非常災害時の対応などが適切であったか

2 必要な保険に加入するなど、利用者などからの損害賠償請求への対応措置が講じられているか

0

1

2

3

4

5

者の健全

性

施設の有

効活用

利用者評

価

事業収支
管理運営

全般

危機管理

体制

地域連携

基準値

0

1

2

3

4

5

者の健全

性

施設の有

効活用

利用者評

価

事業収支
管理運営

全般

危機管理

体制

地域連携

指定管理者の健全性

基準値



No.

　① 評価理由

・信州新町の梅を使用し、長野市の蔵元で醸造した梅ワインを販売できたこと。
・自然災害、新型コロナウイルス感染症の影響があったが利用者が増加したこと。
・年度計画額に掲げた損益を大幅に上回ることができた。

　② 次年度以降の取組み

・ジビエを使った商品開発として「鹿肉ジンギスカン」を発売する。
・施設に「道の駅信州新町」の看板がないため、屋根に設置する。
・駐車場の花壇に植栽を行い、整備する。
・通信販売を本格的に開始するため専用のホームページを開設する。
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　③ その他

(2) 指定管理者業務実施上の課題

・駐車場に大型車の駐車スペースがないこと
・施設老朽化のため、毎年修繕が必要なこと

(3) 総合評価
評価基準
【A】計画や目標を大きく上回る　【B】計画や目標を上回る　　　【C】計画や目標どおり
【D】計画や目標を下回る　　　　【E】計画や目標を大きく下回る

指定管理者
自己総合評価 C

指定管理者自己評価

(1) 今年度の取組みに対する評価

　① サービス向上に向けての取組み

・店内の什器をお客様に見やすいものに交換した。
・ゴールデンウイークとお盆期間中駐車場混雑緩和のため、ガードマンを配置した。
・施設の軒先の雨よけテントを張替えをした。
・10月に「収穫祭」を開催し野菜の詰め放題、ジンギスカン焼肉を販売し賑やかなイベントになった。

　② 業務の効率化に対する取組み

・毎月職員ミーティング日を決め業務の問題点を話し合いしている。

【指定管理者自己評価】 53


